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ごあいさつ

現在わが国が、戦後の高度経済成長を支えてきた日本型システムの変革という重い課題に直面し

ていることは、誰しもが認めるところでありましょう。来るべき新しい社会の姿を構想するとき、旧弊

の是正や、国際基準に合致する公正なシステムづくりに向けた努力は、もとより避けて通ることはで

きません。

しかし同時に、効率性ばかりが追求される中でわが国が喪ってきたものについても、私達はこの機

会に目を向けてみる必要がありそうに思われます。私達が将来、真の豊かさを獲得していくための

示唆がそのなかに見いだせるのではないでしょうか。豊かさとは、市場主義を貫徹することのみで

は得難いものである筈です。

その意味では、効率性や市場主義とは相容れない場所にある精神文化を、新しい社会の中でど

のように継承し育んでいくかは、私達が今後真剣に模索していくべき問題であると言えましょう。そ

して、私どもの財団が果たしうる社会的役割もまた、そこにおいて試されるものに違いありません。

おかげさまをもちまして、セゾン文化財団は満10年を迎えることができました。今後も芸術の振興、

国際文化交流の推進に努力して参りますので、皆様にはいっそうのご理解とご支援をお願い申し

上げます。

1997年 10月

理事長

堤 清二



Preface

It is acknowledged by many that Japan now confronts an inevitable task of reforming its
social system that had once enabled rapid economic growth. Efforts should be made to
create a new impartial system that will amend the outdated system and meet present inter-
national standards.

At the same time, one must examine what we have lost over these years of pursuit for effi-
ciency. It is through these efforts that we may find insights that would lead us to culturally
rich lives. Upholding the ideas and virtues of the market economy alone will not enrich our
lives.

Likewise, the issue of how culture, which is an area that seems incompatible with the con-
cepts of efficiency and market economy, should be inherited and cultivated will require
further discussion over the next several years. The future social role of the Saison Founda-
tion will naturally be explored in the course of this argument.

The Saison Foundation celebrates its tenth anniversary this year and we will continue to
devote ourselves to artistic and international cultural exchange in Japan. Your continuous
understanding and support will be greatly appreciated.

October 1997

Seiji Tsutsumi
Chairman



事業概要

助成事業

現代演劇・舞踊助成

現代演劇、現代舞踊の領域における活動を対象に公募し、助成および

スタジオ提供を行う。

A創造環境整備プログラム

A‐ 1創造環境整備活動

演劇・舞踊界のシステム改善、人材育成、ネットワークの構築など芸術創

造を支える環境の整備を目的とした調査・研究、ヮークショップ、会議、シ

ンポジゥム等の企画に対し、企画経費の一部を助成 (50～ 100万 円)す

るとともに会場としてスタジオを提供する(スタジオ提供のみの場合あり)。

[研究助成]

研究については以下のテーマを重視する。

I.我が国の現代演劇・現代舞踊界を活性化させるための政策提言

(2年 間研究、300万 円)

Ⅱ.ヶ―ススタディ:舞台芸術の質的向上/革新に対してどのような支援

策が過去に有効であったか (1年間研究、100万 円)

Ⅲ.ヶ―ススタディ:世界をリードする現代演劇・現代舞踊界の才能はど

のようにして育まれたか(1年間研究、100万円)

A‐2アーツマネジメント留学。研修

国際的視野を持ったアーツマネジャーの養成、日本でのアーツマネジメン

ト教育の普及を目的とした海外への留学・研修に対し、100万円を上限に

留学資金の一部を助成する。対象は、芸術経営/運営の専門家として

3年以上の職歴があり、海外の大学もしくはそれに準ずる高等専門機関

への3ケ月以上の留学が内定している者。

[コロンピア大学フエローシップ1

米国コロンビア大学ティーチャーズカレッジ(大学院)アーツアドミニストレー

ションプログラムヘ1年間派遣する。対象は、芸術経営/運営の専門家と

して3年以上の職歴、同大学院の修士課程を履修する能力・語学力が

あり、帰国後に留学の成果を生かし国内の演劇・舞踊の振興に寄与す

る意欲と長期的展望を有する者。当財団は大学内に国際奨学生受け入

れのための基金を設置、大学から学費、生活費、住居費を含む奨学金

が支給されるほか、準備金として100万円を支給。

タジオを提供する。原則年400万円を3年間継続助成。対象は、申請時

点で過去3回以上の公演実績があり、活動歴が15年 未満の個人/団

体。ただし、個人の場合は将来的に団体の設立を目標としていること、プ

ロデュース団体の場合は中心となる芸術家 (演出家、脚本家、振付家 )

が固定していることを前提とする。

B‐2芸術創造活動Π

国際的な活躍が期待される芸術家/芸術団体に対し、経常費を含む年

間の活動経費の一部を助成するとともに希望者にはスタジオを提供す

る。原則年800万円を3年間継続助成。対象は、「芸術創造活動 I」 の

助成期間を終了した者に限定。ただし、1998年 度までは「芸術創造活

動 I」 の申請者より選考する。

C国際交流プログラム

C‐ 1日際交流公演活動

国内の芸術家/芸術団体の海外公演、海外の芸術家/芸術団体の招聘

公演に対し、公演経費の一部を助成 (100～ 300万円)するとともに希望

者にはスタジオを提供する。対象は、公演の主体となる芸術家/芸術団

体、または公演をプロデュース(マネジメント)する個人/団体。ただし、招

聘公演の場合は日本側の受け入れ先が確定していることを条件とする。

C‐2日際共同創造活動

国内外の芸術家による共同創造公演やその過程で行われるワークショッ

プ等の企画に対し、企画経費の一部を助成(100～5∞万円)するとともに

希望者にはスタジオを提供する。対象は、企画の主体となる芸術家/芸

術団体、または企画をプロデュース(マネジメント)する個人/団体。

特別助成

当財団の理事および評議員から提出された案件の中から採択する非公

募プログラム。既存の芸術・文化・学術領域や国家の枠を超えた創造活

動、学術交流活動に対し助成する。

自主製作事業

B芸術創造プログラム

B… 1芸術創造活動 H

演劇界・舞踊界での活躍が期待される若手の芸術家/芸術団体に対し、

経常費を含む年間の活動経費の一部を助成するとともに希望者にはス

自主製作事業として、演劇の招聘公演やシンポジウム、ワークショップ、セ

ミナーなどを主催する。



Program Outline

GRANT PROGRAMS

Contemporary Theater and Dance Grants

The Saison Foundation awards grants and/or provides the
Foundation's rehearsal studio (Morishita Studio) space for the fol-
lowing activities in the fields of contemporary theater and dance.

A. Creative Environment lmprovement Programs

A-'1. Creative Environment lmprovement Program

Grants are made and/or rehearsal studio space are provided to vari-
ous activities concerning contemporary Japanese theater and dance

such as research, study, publication, human resource development,
conferences, symposiums, etc. Range of grants: Y 500,000 -
Y 1,000,000.

[Commissioned Research Project]

The Foundation encourages the following research projects:

I. Policy proposals to enhance the contemporary theater and dance

environment in Japan (Y 3,000,000 for a two-year research project)

II. Case studies of effective support policies in the history of per-

forming arts (Y 1,000,000 for a one-year research project)

IIL Case studies of how the talents of leading artists in the fields of
contemporary theater and dance were developed (Y 1,000,000 for a
one-year research project)
A-2. Arts Management Study Program
Grants are made to professional arts managers/administrators in
Japan who wish to study abroad at universities and/or other aca-

demic/professional institutions. Range of grants: Y 1,000,000 maxi-

mum.

[Scholarship at Teachers College, Columbia University]
A professional arts manager/administrator selected by the Foun-
dation will be sent for a year to the Program in Arts Administration
at Teachers College, Columbia University in New York. Scholar-

ship money including tuition fees and living expenses will be pro-

vided by the University from the Foundation's scholarship fund.

B. Creative Process lmprovement Programs

B-1. Administrative Support Program I

Crants are made to promising Japanese theater and dance compa-

nies with a history of less than fifteen years. Grants of Y 4,000,000
per year are awarded for three consecutive years with no usage

restriction. Opportunities to rent Morishita Studio are provided

upon request.
B-2. Administrative Support Program ll

Grantees are selected among the companies who have completed

the B-1 Program. Crants of Y 8,000,000 per year are awarded for

another three years. Studio rental opportunities are also available.

C. I nternational Programs

C-1, lnternational Performance Program
Grants are made to performances held abroad by Japanese artists
and companies, and to domestic performances by visiting foreign
artists and companies. Range of grants: Y 1,000,000 - Y 3,000,000.

Studio rental opportunities are also available.
C-2. lnternational Collaboration Program

Grants are made to international collaborative activities, such as

performances and workshops, with Japanese theater and dance art-
ists and companies. Range of grants: Y 1,000,000 - Y 5,000,000.
Studio rental opportunities are also available.

Special Project Support Grants

SPONSORSHIP PROGRAMS

The Saison Foundation sponsors various international performances,

symposiums and workshops.

The Saison Foundation provides financial support to cultural activi-
ties outside the fields of contemporary theater and dance. The ob- -

jective of the grants is to support various activities including cre-
ative and academic exchanges which transcend the conventional
frameworks of arts, culture, academic discipline and nationality.
Grants are awarded to organizations and/or individuals recom-
mended by the Board ofDirectors and the Board ofTrustees.
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GRANT PROGRAMS



助成対象43件/助成総額110,500,000円
43(Grantees/Grants total:¥110,500,000

基本的な考え方

今年度より、A創造環境整備プログラム、B芸術創造プログラム、C
国際交流プログラムの3本の柱立てに沿って助成プログラムを再編成し

た。このうちBプログラムは、過去4年度にわたり「年間活動助成」という

形でテストランを行ってきた、芸術団体に対する複数年の運営助成プロ

グラムを、団体のキャリア別に2段階に分けて拡充したものである。今後

は本プログラムの枠内で、ひとつの団体につき原則として最短3年間、最

長で6年間の助成を行うこととし、日本国内における個別の公演には助成

しないこととした。

同時に、従来の「資金助成」と「スタジオ助成」は一本化し、当財団の

演劇専用稽古場である森下スタジオは、上記各プログラムの助成対象団

体に対して優先的に提供することとした。これにより、助成件数そのもの

は減少するものの、当財団がかねてより指向していた「長期的で密度の

濃い助成」を実現していくための体制が整ったといえる。

また当財団では、以上のような多年度にわたるプログラムの充実にとも

なって、助成活動の評価(evaluation)を よリシステマテイックな形で行うこ

ととした。芸術活動およびその支援活動の客観的評価には多くの困難が

伴うため、わが国ではこの分野における評価の先行事例は皆無に等し

い。しかし、助成の成果をさまざまな角度から検証しようとするこのような

試みは、財団と助成対象団体の双方にとって、今後の活動のあるべき方

向性を決定し、また広く社会に対して説明責任を果たしていく上で、有益

であるばかりか、必須であるとさえいえる。アプローチやメソッドについて

は当面試行錯誤が続くであろうが、助成対象団体の協力を得ながら研

究を深めていきたい。

このはか、Aプログラムにおいては新たに、特定のテーマに関する研究

1996年度現代演劇・舞踊助成の概況 (I)
ContelTlporary Theater and Dance Grants,1996(l)

を公募し助成を行うこととした。本年度は、わが国の現代演劇・舞踊界を

活性化するための政策提言、および政策立案の基礎となるべき2種類の

研究テーマを指定した。近年、官民による芸術支援の規模が急速に拡

大してきたわが国であるが、真に有効な支援政策のありかたについては、

体系立った研究や対案作りなどの試みが未だ不活発なのが現状であ

る。その意味でこれらの問題は、いま敢えて民間財団が取り組むべき

テーマのひとつといえるであろう。この成果は、当財団のプログラム策定

においても、貴重なリソースとして活用したい考えである。

以上は助成プログラムの主な変更点であるが、助成財団としてなしう

る対象分野への貢献は、助成金の交付以外にも様 な々手法が考えられ

る。たとえば助成財団がヒトや情報の結節点に位置していることに着日し

たとき、芸術団体や関係機関への有益な情報の提供という面でも果たし

うる役割があることに気づく。そこで当財団では今年度より、ニュースレ

ター Fviewpoint』 の発刊、および芸術団体のアドミニストレーターを対象

とした「制作実践セミナー」のシリーズ化を通じ、助成対象となった方 の々

経験・ノウハウ・研究成果の共有化を図ると同時に、オープンな議論の場

を提供していくこととした。

演劇・舞踊活動への支援状況をみると、今年度は、文化庁による

「アーツプラン21」 や、各都道府県によるワークショップ活動への取り組み

など、とくに政府。自治体のプログラムが厚みを増した年であった。一方で

民間財団は、引き続き低金利による収入の減少に苦しんでいるのが実状

である。当財団としてはこのようななかで、独自の問題意識に特化したプ

ログラムに資源を集中し、また同時に、助成の効果を高めるための事後

的なケアを重視することで、活動のインパクトの維持を図っていきたいと考

えている。

プログラム
p「ograms

「
)芸術創造プログラム
r‐ヽCREAT:VE PROCESSiMPROVEMENI
L_′ PROCRAMS

PROCRAMS

A‐ 1

創造環境整備活動
Creative Environment
lmprovement Program

A‐ 2

7-ツマネジメント留学・研修
A■s Management
uゝdy Program

B‐1

芸術創造活動 I
Administrative Support
Pro9ram l

B‐ 1

芸術創造活動 1
Admini“ ratiVe Support
Program ll

C‐ 1

国際交流公演活動
lnternational
Performance Program

C‐ 1

国際共同創造活動
lnternational
CoHabo「 ation Program

合計

total

申請件数
number of
applications 51 5 78 4 40 29 207

助成件数
nunnber of
grants made 18 2 3 6 7 7 43

助成金額 (¥)
grantsin yen 18,000,000 7′ 500,000 12′ 000′ 000 52′ 000,000 9,500,000 11,500,000 110′ 500′ 000

10

現代演劇・舞踊助成
ConterTlporary Theater and Dance Grants

A 創造環境整備プログラム
メ…ヽ  REAT,VE ENVIRONMENT
′  i`MPROVEMENT PRCGRAMS



Principles

This year, the Grant Programs were recategorized into three ar-

eas; A) Creative Environment Improvement Programs, B) Creative

Process Improvement Programs and C) International Programs. The

B programs are a result of expanding the year-long Administrative
Support Program, which had been carried out on a trial basis for the
past four fiscal years. The new program consists of two sub-pro-
grams which enables the Saison Foundation to support artists and/

or organizations for a minimum of three years to a maximum of six
years. Performances within Japan will not be subjects of grants under
this program.

At the same time, the previous Grants Program and Studio Rental

Program were consolidated into one, giving grantees of the three
new grant program areas the priority to use the Saison Foundation's

rehearsal studio for performing arts, the Morishita Studio. These

alternations do limit the number of grant recipients but enables us

to give longer-term and higher quality support that the Saison Poun-
dation had long been trying to provide.

The Saison Foundation has also decided to carry out a systematic

evaluation of its grant activities. There exists very few precedents in
Japan concerning evaluation due to difficulties in objective evalua-

tion of artistic activities as well as their support activities. However,

efforts such as ours to examine the results of support programs seem

beneficial and necessary for both the Saison Foundation and the

Slrantees in order to direct our support activities in the appropriate

direction and to fulfill our social role to account for such activities.
Approach and method are still to be determined with the coopera-
tion of grantee artists and/or organizations.

Furthermore, as a new form of support starting this year in the A
program, grants were awarded to applicants eager to conduct stud-

ies on subjects specified by the Foundation. For 1996, the specified
subjects were: policy proposals to enhance the contemporary the-
ater and dance environment, and case studies to serve basis for policy-

making. Although artistic support programs, both public and pri-
vate, have increased over the recent years in Japan, only a few num-
ber of research activiteis have been carried out to determine effec-
tive support policy. This is an area where a private foundation can

contribute by supporting such research projects. The research re-

sults will become also a new resource for the Foundation in deter-
mining its support policy.

The Saison Foundation considers that grant programs are not
the only method in achieving our goal. Providing information to
artistic organizations and related institutions is also important since

the Foundation considers itself situated at the crossroads of human
network and information. Experiences by our grantees and their
knowledge, and the results of their research activities should be made
public and discussed openly to be shared by those with interest.
Therefore, this year the Foundation started the publication ofa news-

letter titled "uieupoint", and continuous sponsorship of series of lec-

tures called "Arts Management Seminer Sessions," aimed at artistic
organization administrators.

Governmental and local government support programs, such as

the Agency for Cultural Affairs' "Arts Plan 21" program and various
workshops held by prefectural governments, increased this year,

while support programs sponsored by private foundations suffered
revenue loss due to low interest rates. In midst of difficult times for
private foundations with economic limitations, the Saison Founda-
tion hopes to concentrate its resources to areas of our special inter-
est and of in need, and at the same time to emphasize on follow-up
programs to ensure productive results from the support programs.

1996年度現代演劇 0舞踊助成の概況 (‖ )
COntempo● ry Theater and Dance Grants,1996(‖ )

0(%) 20 40 60 80 100

申請件数
number of applicatiOns

助成件数
number of grants made

助成金額 (¥)
grantsin yen

B芸術創造プログラム
C“ ative pr()cesslmpЮ vement PЮ grams

C国際交流プログラム
lnternationaI PЮ grams

465

228

A創造環境整備プログラム      隔軍F¬
C“ atiVeこ nViЮnmentlmpOVement ProgramS   L」 上螢 |11」
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創造環境整備プログラム
Creative Environnlent inlprovenlent Pro9rarns

Aプログラムでは、当財団の数年来のテーマで

ある「国内の舞台芸術のインフラストラクチヤー作

り」の促進を目的に支援を行っている。

A… 1.創造環境整備活動ではこの目的に叶う

限り様 な々形態の企画をカバーするため、助成対

象も調査・研究、シンポジウム、出版などの学術的

活動からワークショップ、研修会などの実践的活

動まで多岐にわたっているが、いずれも、舞台芸

術の将来を見据えた先鋭的な問題意識で独自

のアプローチを展開する好企画である。舞踊資

源研究所は、山梨県白州町で「身体―夏の学

校」を開催するとともにその参加者受け入れのた

めの稽古場施設の自力建設計画に着手、98年

の完成に向けて作業を継続中である。60年代以

降の日本の演劇ポスターを"貴重な美術・文化財
‖
として国内外に紹介する現代演劇ポスター収

集。保存。公開プロジェクトは、東欧および日本各

地で展覧会やセミナーを開催する一方、収蔵ポ

スターのデータベース化にも取り組んだ。韓国舞

踊研究会では、数回の韓国訪間により現地の現

代舞踊事情を視察調査、森下スタジオにてその

成果報告会を開催 (97年 7月 28日 )した。この他、

ワークショップや養成講座など人材育成に関する

企画は、昨年同様最も多く中請があり採択件数も

8件と、A‐ 1プログラムの大半を占める結果となっ

た。舞台芸術分野の様 な々局面で担い手の確

保とレベルアップが課題とされている実状が反映

されたものと考えられる。また研究については、文

化政策や文化基盤に関する実用的提言や論考、

専門家による基礎研究の集積を促す試みとして、

本年度よリテーマを特定して募集を行ったところ、

例年を大幅に 11回る16件もの申請があった。こ

の中から、研究者としてのキャリアと実績、研究

体制および実施計画の強固さなどを重視した上

で、衛紀生氏 (演劇評論家 )、 河島伸子氏 (英

ウォーリック大学文化政策研究センター所属)、 片

山泰輔氏 (三和総合研究所研究員)、 鴻英良氏

(演劇批評)の行う4研究が採択された。各々の

研究成果は当財団のニュースレターなどを通じ広

く紹介・公開していく予定である。なお、国際演

劇評論家協会による『シアターアーツ』発行は、8

号をもってその第一期を終了することとなった。

演劇批評誌を通じ若手批評家を育成するこの試

みに対し、当財団では94年 度より継続的に支援

を行ってきた。批評の充実もまた、舞台芸術界の

活性化にとっての重要な課題である。後続の優

れた企画の登場が待たれる。

A‐2.アーツマネジメント留学・研修では、

豊富な実務経験を持つ佐東範―氏が、ニュー

ヨークの非営利サービス・オーガナイゼーションで

ある「ダンス・シアター・ワークシヨップ」で研修を

行った。また、コロンピア大学フエローシツプ

では、関西出身の演劇プロデューサー宮井太氏

を派遣した。

The A program aims to promote the con-

struction of infrastructure for the performing

arts scene in Japan, which has been one of the

Saison Foundation's target goals for the past

few years.

The A-1 Creative Environment Improve-

ment Program is designed to support various

activities such as survey, research, symposia,

publications, workshops and seminars in or-

der to achieve the aim. Grantees of this pro-
gram are involved in significant activities with
unique approaches and with new perspectives

on the future ofperforming arts. The organi-

zation called DANCE RESOURCES ON EARTH

held a workshop titled "Body Weather School"

and started on their own a plan to construct a

rehearsal facility to accommodate the partici-
pants of the workshop in Yamanashi prefec-

ture. The facility is due to be completed in
1998. THE MODERN THEATRICAL POSTERS

COLLECTION PROJECI which introduces

Japanese theatrical posters printed since the
1960s as "a precious artistic and cultural as-

set," has held exhibitions and seminars in East-

ern Europe and in Japan while forming a data-

base oftheir collection ofposters. The KOREAN

DANCE PROJECT carefully studied the Korean

contemporary dance society through their sev-

eral visits to Korea, and reported the situation
surrounding Korean contemporary dance at

Morishita Studio on July 28, 1997. Applica-
tions involving workshops and training semi-

nars overwhelmed other applications in num-

ber as in last year and eight cases in total were

granted support, which made up for the ma-
jority of the grantees in the program. This

seems to reflect the need to secure well-trained
and experienced personneI in various duties be-

longing the field of performing arts. This year,

research-related applications were specified to

those that would make practical proposals in
cultural policy and also to those related to
projects that would lead to the integration of

basic research done by specialists. fu a result
of the specification of subjects, sixteen appli-
cations were received. Amon$ them, four
grantees, NORIO EI(theater critic), NOBUKO

KAWASHIMA (University of Warwick),
TAISUKE KATAYAIvIA (Sanwa Research Insti-
tute), and HIDENACA OTORI (theater critic),
were chosen after evaluating the applicants'
past achievements and the content of their re-

search plans. The results of the research
projects conducted by the four grantees are

scheduled to be made public through the
Foundation's newsletter. The first term of pub-

lication of the theater magazine, "Theatre Arts,"

by INTERNATIONAL ASSOCIATION OF THE-

ATER CRITICS was completed with the
maglazine's eight issue. The Saison Founda-

tion has supported this project since fiscal 1994

to bring up young critics through theater critic
magazine, since the cultivation and enhance-

ment of criticism is another area that is essen-

tial for activating the artistic world.
In A-2 Arts Management Study Pro$ram,

NORIKAZU SATO, a former dance company

manager with much practical experience, par-

ticipated in the internship program at Dance

Theater Workshop, a non-profit service orga-

nization in New York. FUTOSHI MIYAI, a

youn$ theater producer from Osaka, partici-
pated in the arts administration program at Co-

lumbia University.
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lnternational Summer School of Dance"

A‐ 1

芸術創造活動
助成対象18件/助成額18,000,000円

Creative Environment:nlprovennent Pro9rarn
18 Granteesノ Glrants total:Y18,000,000

SYS企画

「ベーター・ゴス・スタージュ」開催

96年 8月 12日 ～17日

東京 (森下スタジオ)

スタジオ提供6日 間

SYS
VVOrkshops,:IPeter Goss Stage‖

August 12-17′ 1996
Tokyo(Morishita Studio)

Studio Rental:6 days

国際舞踊夏期大学

「国際舞踊夏期大学」開催

96年 8月 5日 ～16日

東京 (日本音楽学校)

1,500,000円

lNTERNAT10NAL SUMMER SCH00L OF
DANCE
VVorkshops`:・ lnternational Surγ、rner schOOI

of Dance“

′へugust 5-16.1996
Tokyo(Nippon Muslc School)

¥1′ 500,000

日本演出者協会

「日韓演劇人会議
:96」
開催

96年 11月 8日 ～10日

東京 (グローブ座Aス タジオ)

1,000,000円

」APAN STAGE D!RECTOR ASSOC:AT10N

Conference, "'1996 Theater Forum Japan-
Korea "

November8-10,1996
Tokyo (The Globe Tokyo)
Y 1,000,000

東京国際舞台芸術フェスティパル実行委員会

「東京国際舞台芸術フェスティパル
:97」
開催のた

めの準備活動

96年 4月 1日 ´ヽ́97.年 3月 31日

東京

2,000,000円

TOKYO INTERNAT10NAL FEST!VAL OF
PERFORM!NG ARTS EXECUT!VE COMMi千
TEE
Preparative work for::Tokyo lnternational

Festival of Performing Arts 197“

Apri1 1′ 1996-March 31′ 1997
lokyo

Y2.000,000

喜志哲雄

『Shakespeare in Japan』出版

96年 11月 ～

ロンドン(アス回ン出版)

500,000円

TETSUO KISHl
Pub!ication of llShakespeare in」 apan‖

Novernber 1 996-

London(The Athlone Press)

¥500,000

制作向上機構

演劇プロデューサー実践ワークショップ「制作者

と舞台の新しい関係を目指して」開催

96年 9月 3日～10月 26日

大阪(大阪国際交流センター、扇町ミュージアム

Workshops for Theater Producers

1996 Theater Forum Japan-Korea"

Maijuku Summer Workshop, facility construction

スクエア、山西福祉記念会館 )

500,000円

ENTERPRISING NETVrORKS FOR STAGE
ADMIN:STRATORS AND PRODUCERS
VVorkshops for Theater PrOducers′ 1'The

New Approach to the Relationship

between Administrators

and the Stage"
Septerr)ber 3-(Dctober 26′ 1996
C'Saka(C)Saka international House Foundatlon′

09imachi Museum Square′ Yamanishi

Memorial Foundation)

Y500,000

舞踊資源研究所

舞塾公開ワークショップ「身体 夏の学校」開催、

施設自力建設、参加者受入援助

96年 7月 1日～97年 3月 31日

山梨 (白 州町)

1,000,000円

DANCE RESOURCES ON EARTH
Maijuku summeriⅣ orkshop′ ‖Body
VVeather Schoc)|‖ ′facility cOnstruction,and
suppott for participants

July l,1996-March 31′ 1997
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治 manaShi(HakuSyu bWn)
Yl`000.000

演劇研究室「座」

演劇研究室「座」による俳優養成講座

96年 6月 1日 ～97年 5月 31日

東京 (「座」稽古場 )

1,ooO,000円

ACTORS LABORATORY"ZA‖
Actors training pro9ram
」une l′ 1996-May 31′ 1997

lokyo(ZA studio)

¥1′ 000′ 000

和栗由紀夫

「和栗由紀夫舞踏ワークシヨツプ」開催

96年 11月 2日 ～4日、97年 4月 18日 ～20日

東京 (森下スタジオ)

スタジオ提供6日間

YUK10ヽⅣAGURI
Butoh VVorkshop
Novernber 2-4, 1996 and Aprl118-20′ 1997

bkyo(Morishita Studlo)

Studio Rental:6 days

韓国舞踊調査研究会

韓国現代舞踊の調査研究

96年 6月 1日 ′ヽ′97年 4月 30日

ソウルほか

1,000,000円

KOREAN DANCE RESEARCH PRO」 ECT
Research On cOntemporary I)ance in Korea
」une l′ 1996-Apri1 30′ 1997

Seoul

¥1,000,000

現代演劇ポスター収集・保存・公開プロジェクト

「現代演劇ポスター収集・保存。公開プロジェクト」

1996年度活動

96年 7月 1日 ´ヽ́97.年 3月 31日

東京、盛岡、横浜、ウィーン、ブダペスト、プラハ

1,000,000円

THE MOD[RN THEATRICAL POSTERS
COLLECT10N PRO」 ECT
‖The Modern Theatrical PoSterS CO‖ ection

Prolect 1996“

July l′ 1996-March 31,1997
Tokyo,Morioka′ Yokoharna,Vienna′ Budapest,

Prague

Yl′ 000′ 000

PAPPA TARAHUMARA Workshop

国際演劇評論家協会(A■ C.T。 )

演劇批評誌『シアターアーツ』第6～ 8号出版

96年 6月 1日～97年 5月 31日

2,000,000円

:NTERNAT10NAL ASSOCIAT10N OF THEATRE
CRIT!CS,」 APAN CENTER
Publication of Theatre Nlagazine,'l Theatre

ハrむ“No.6-8

June l.1996-卜・4ay 31′ 1997
Y2′ 000′ 000

パパ・タラフマラ

公開リハーサル・ワークショップ。シンポジウム「パ

パ・タラフマラ&ズニ・イコサヘドロン国際共同企

画、その製作のプロセス」開催

96年 9月 5日 ～24日

東京 (森下スタジオ)

スタジオ提供20日 間

PAPPA TARAH UiVIARA
"Creation&Process“ ′a serieS Of wokshops

and a symposiurn in collaboration with

zunilcOsahedron from i→ on9 1Kong

September 5-24, 1996
bkyo(Morlshita Studio)

Studio Rental:20 days

勅使川原三郎+降RAS
pいRAS WORKSHOP」開催:
96年 9月 1日 ～97年 8月 31日

東京 (ス タジオ・カラス)

2,000,000円

SABURO TESHIGAVVARA+KARAS
"KARAS VVORKSHOP“
Septeドnber l, 1996-August 31′ 1997

10ky。 (Studio karaS)

¥2,000,000

■研究助成
Cornnlissioned Research Pro』 ect

l.わ が国の現代演劇・現代舞踊界を活性化させ

るための政策提言

Policy propOsals to enhance the contern―
polrary theater and{dance environrnent

in Japan

衛紀生

96年 6月 1日 ～98年 5月 31日

東京、仙台、金沢ほか

3,000,000円 (96年 度助成額 :1,500,000円 )

NOR10 El
June l′  1996-May 31.1998
Tokyc),Sendai′ |くanazawa′ etc

¥3.000,000(¥1,5oo,000 in 1996)

‖.舞台芸術の質的向上/革新に対してどのよう
な支援策が過去に有効であったか

Case studies of effective suppOrlt pOlicies

in the history of performing arts

河島伸子

96年 6月 1日～97年 5月 31日

ウォーリック(ウォーリック大学文化政策研究セン

ター)

1,000,000円

NOBUKO KAヽ′VASHIMA
」une l′ 1996-May 31′ 1997

WarWiCk(SChOO1 0f Theatre StuideS′ UniVerSlty

of WarWiCk)

¥1,000′ 000

片山泰輔

96年 6月 1日 ～97年 5月 31日

東京

1,000,000円

TAISUKE KATAYAMA
」une l′ 1996-May 31′ 1997

Tokyo

Yl′ 000,000

l‖ .世界をリードする現代演劇。現代舞踊の才能は

どのようにして育まれたか

Case studies of how the talents of
leading artists in the fieid of contempO―

rary theater and dance were developed

鴻英良

96年 6月 1日 ～97年 5月 31日

東京、モスクワほか

1,000,000円

HIDENAGA OTOR:
」une l′ 1996-May 31′ 1997

Tokyo′ Moscow′ etc

¥1,000′ 000

A‐2

アーツマネジメント留学・研修
助成対象2件/助成額7,500,000円

Ans Management Study program
2(3rantees/Grants total:Y7′ 500′ 000

佐東範―

米国ダンス・シアター・ワークシヨツプでの研修

96年 9月 1日 ～97年 5月 31日

ニューヨーク(ダ ンス・シアター・ワークショップ)

1,000,000円

NORIKAZU SATO
internship at I)ance Theater VVOrkShOp

Septernber l,1996-卜 v4ay 31,1997

New York(Dance Theater VVorkshop)

¥1,000,000

■コロンビア大学フェローシツプ

諦 3鰭 尋
p at TeaCherS Cdlege'C° hmbia

宮井太

96年 9月 ～97年 6月

ニューヨーク(コロンビア大学ティーチャーズカ

レッジ)

6,500,000円

FUTOSHI MIYAl
Septernbel 1 996-」une,1997

New York(Program in Arts Administrat10n′

■achers Co‖ e9e′ Columbia UniVerSity)

¥6.500′ 000
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芸術創造プログラム
Creative Process irnprovelTlent Prograrns

B… 1.芸術創造活動 Iと B‐2.芸術創造活動

Πの2段階による支援体制となった本年度のBプ

ログラムでは、「独創性」「将来性」「適時性」

「影響力」「事業計画の実現性」を審査基準に、

新たに5団体が助成対象として選出された。

本プログラムにおいては、新規の申請団体は

すべてB… 1.芸術」造活動 Iの募集対象とし、

さらに助成額の多いB‐2.芸術創造活動Πの対

象についてはこの助成期間(3年間)を終了した

団体から選考することを、今後原則としていく考

えである。ただし、本年度は新体制への移行期

間であることから、新規5団体のうち2団体 (遊園

地再生事業団、山崎広太。rosy CO.,)について

は近年の活動の充実度や助成の適時性を考慮

し、前年度までの「年間活動助成」の対象団体

である4団体 (ダムタイプ、MODE、 燐光群、青

年団)同様、B‐ 2プログラムの対象とした。

B‐ 1プログラムは、キャリア的に"若手
‖
と称され

ることが多く、活動に新たな展開を迎え、将来が

期待されている団体がターゲットとなっている。演

劇企画集団 THE・ GAZiRAは気鋭の演出・脚本

家である鐘下辰男氏の主宰による演劇プロ

デュース集団で、鐘下氏の歴史意識の鋭さ、硬

派な作風が小劇場以外のフィールドからも注目を

集めている。伊藤キム十輝く未来は本年度のバ

ニョレ国際振付賞本選に日本代表として出場を

果たし、それを契機に海外へと活動の場を広げ

つつある新進のダンス・カンパニーである。清水

信臣氏主宰の劇団解体社は独自の身体表現と

問題意識が評価されており、近年、海外の前衛

芸術フェスティバルヘの参加が増加しつつある。

B-2プログラムでは、キャリア的に
‖
若手
‖
から
‖
中

堅
‖への過渡期にあり、すでに評価もある程度確

立しているが、更なる活躍の期待される団体が

ターゲットとなっている。遊園地再生事業団は演

出・脚本家の宮沢章夫氏率いる演劇ユニットで、

音楽のジャンルから客演を呼ぶなど、演劇ファン

以外の客層からも支持を得ている。山崎広太。

Юsy CO.,は ダンサーとして評価の高い山崎広太

氏が96年に結成したダンス・カンパニーで、今年

は中劇場での公演や多くの海外公演を実現化し

た。

新規対象の5団体のうち伊藤キム+輝く未来

山崎広太・rosy CO.,の 2団体が舞踊のジャンル

に相当するが、過去において単発公演の助成対

象としては件数的に大きな割合を占めてきたもの

の、複数年の運営助成の対象としてダンス・カン

パニーが選出されたのは今回が初めてである。

助成継続の4団体に関しては、本年度も安定

した創造活動を展開し、制作体制や環境整備に

対する指針には確固たるものが感じられた。ダム

タイプとMODEは今回で最終年となったが、海
外での滞在製作を皮切りに、新シリーズ「OR」 を

スタートしたダムタイプ、主宰の松本修氏の北海

道演劇財団や世田谷パブリックシアターでの仕事

が決定したMODEと、今後も活躍が大いに期待

される。

*   *   *

The B proglram, with its two-step support
system, started this year. Five newly selected

organizations were granted support in this
program. The main criteria for selecting the
organizations were originality, future perspec-

tive, timeliness and feasibility.
All new applications for the B program will

first be subjects of selection for the B-1 Ad-
ministrative Support Program. Grantees of the
B-1 proglram, after completing its three-year
term, will then be eligible to apply for the B-2
program with larger grant allocation. How-
ever, to cope with the transition, this year two
organizations from the five newly selected or-
ganizations for the program, YUENCHI-
SAISEIJIGYOUDAN and KOTA YAMAZAKI
ROSY CO., were granted support in B-2, tak-
ing their qualitative activity in the recent years

and timeliness of support into account. Four
other organizations, DUMB TYPE, MODE, RIN
KO CUN and SEINENDAN, which received
support in the former B-1 Administrative Sup-
port program last year, continued to receive
support under the new B-2 program category.

Grantees of the B-1 program are youn5l and
promising orgianizations who are facing turn-
ing points in the career of activities. The THE-
ATER PROJECT TEAM THE GAZIRA is a the-
atrical production organization led by the en-

ergetic producer and playwright, Tatsuo
Kaneshita. His keen historical interpretation
and serious style have attracted attention from
various fields. KIM ITOH + GLORIOUS FU-

TURE is a young dance company that has en-

tered "Ves Rencontres Choregrahiques Inter-

nationales de Seine Saint-Denis" (the fifth In-
ternational Choreography Contest at Seine
Saint-Denis, Bagnolet) representing Japan this
year and have started to expand their sphere of
activity to outside of Japan. GEKIDAN KAI-
TAISHA, led by Shinzin Shimizu, is unique in
their physical expression and awareness and
has recently participated in various modern art
festivals around the world.

Grantees of the B-2 program are leading or-
ganizations who are going through turning
points and are looked upon as those who will
achieve artistic heights. YUENCHISAISEI-
JIGYOUDAN is a theatrical group led by Akio
Miyazawa, who uses music artists as guest

stars, has succeeded in attracting a wider vari-
ety ofaudience compared to usual theater com-
panies. KOTAYAMAZAKI ROSY CO., is a dance

company organized by the celebrated dancer,

Kota Yamazaki. The company has staged per-

formances this year in many theaters around
the world.

Among the newly selected five organizations
in the B program, KIM ITOH + GLORIOUS FU-

TURE and KOTA YAMAZAKI ROSY CO., belong
to the dance genre. Dance performances by

organizations have received much support
from the Foundation in the past but this was

the first year that dance companies were se-

lected amongl grantees with multiple-year sup-
port.

The four organizations receiving continuous
support from the Foundation from the previ-
ous years were active and stable in organizing
their activities, especially in improving produc-

tion system and their artistic environment.
This was the last year of support for DUMB
TYPE and MODE. However, DUMB TYPE has

launched a new series called "OR," and Osamu
Matsumoto of MODE contributed to the estab-

lishment of the Hokkaido Performing Arts
Foundation and the opening of the Setagaya

Public Theatre, and they have started paving

new roads to another series of success.
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B‐ 2

芸術創造活動 E

助成対象3件ノ助成額12,000,000円

Administrative SuppOtt Pr09ram:
3 Grantees/Grants total:Y12′ 000′ 000

1996年度より
From 1996

劇団解体社

4,000,000円

GEKIDAN KA:TAISHA
¥4′ 000′ 000

演劇企画集団THE・ GAZ:RA
4,000,000円

スタジオ提供68日 間

THEATER PRC)JECT TEAM
THE GAZIRA
¥4′ 000′ 000

Studlo Rental:68 days

伊藤キム十輝く未来

4,000,000円

スタジオ提供40日間

KIM ITOH+GLOR!OUS FU
TURE
Y4′ 000,000

Studlo Rentali 40 days

GEKIDAN KAITAISHA "Tokyo Ghetto -Hard Core" photo by Katsu Miyauchi
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THEATER PROJECT TEAM THE GAZIRA "Saraba Hokuhen no Kamome", photo by Hiromi Hata
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Administrative Support
6 Grantees/ Grants total: Y

KIMIITOH+GLOR10uS FUTURE"anata・ photo by Sakae Oguma

B‐ 2

芸術創造活動 Π

助成対象6件/助成額52,000,000円

KOTA YAMAZAKIROSY CO."What's wrong"photo by Kyoshiro Yoda

Pro9rann::
52,000′000

1996年度より
From 1996

山崎広太・Юsy CO.,

8,000,000円

スタジオ提供127日 間

KOTA YAMAZAKIROSY CO.′
Y8,000,000
Studio Rental:127 days

遊園地再生事業団

8,000,000円

スタジオ提供19日 間

YUENCH:SA:SEIJIGYOUDAN
¥8′000,000

Studiol Rental: 19 days

YUENCHiSA:SEI」 lGYOUDAN“ Paradise of Sand"photo by Yoko Sakamoto
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1995年度より
From 1995

青年団

10,000,000円

スタジオ提供26日 間

SEINENDAN
Y10,000′000
Studio Rental:26 days

1994年度より
Frorn 1994

MODE
12,000,000円

MODE
¥12.000,000

燐光群

8,000,000円

スタジオ提供36日間

R!N KO GUN
¥8′ 000′ 000
Studio Rental:36 days

|
1993年度より
From 1993

ダムタイプ

6,000,000円

DUMB TYPE
Y6′ 000′ 000

SEINENDAN 'Hokugen no Saru (Northernmost Monkeys). photo by Yumi Ozaki
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"The Night of the Galaxy Train" directed by Osamu Matsumoto (MODE) photo by Katsumi Takahashi

山

霙
,・ 1■1,

ヽ

「

‐

■ヽ

f錬

豊
・鍾 I濃

濠
ヤ

●一靱 ５■
一六

(.

時マ`ワ

機

菫́ よ
4駿「iプ

蓼
ｌ

‥
Ｅ
Ｄ
暉

り
ヽ蝙

ｔ

Ｂ

電
鍮

,・

鸞
趙



RIN KO GUN "La Dolce Vita" photo by Masami Kuwahara

DUMB TYPE "OR' photo by Emmanuel Valette
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「
ー
国際交流プログラム
:nternational Prograrns

本年度より国際交流プログラムは、CⅢ l.国際交

流公演活動とC‐ 2.口際共同餌造活動の二本柱

による一個のプログラムとして編成強化された。こ

れは、芸術分野での国際交流活動が必ずしも国

内の現代演劇・舞踊活動と同様の評価基準から

判断されるべきものではなく、さらに文化交流、国

際状況をふまえた視点が必要との判断から独立

したプログラムとなったものである。

C‐ 1においては演劇・舞踊芸術を通した国際相

互理解の促進、日本の現代芸術の国際化を目的

とし、国内の芸術家/芸術団体の海外公演、海

外の芸術家/芸術団体の招聘公演を対象に公

募した。C‐2は、芸術創造活動の活性化を目的と

した国際共同作業に対する助成プログラムで国

内外の芸術家による共同創造公演、その過程で

行われるワークショップ等の事業が対象となって

いる。

前者においては、振付家の国際的登竜門「バ

ニョレ国際振付賞」への日本代表を選考するパ

ニョレ国際振付賞日本事務局および、イスラエ

ル、ベトナム、デンマーク等、交流の行われること

の少ない国や地域での公演活動が採択された。

他には、初のアジア進出となった、スペクタクルを

得意とする舞踏カンパニー大賂馳艦、日韓の文

化交流の尽力に実績のある新宿梁山泊が対象

となった。

バニョレ国際振付賞日本代表には、本年度

「芸術創造活動 I」 の対象者となった、舞踏出

身で独自のスタイルを模索する若手舞踊家の伊

藤キムが選ばれた。海外公演を行ったカンパ

ニーはいずれも定評のある中堅であり、着実な交

流を果たした。また、本年度の助成対象で、唯

一の招聘公演となったイスラエルの舞踊家イ

ドー・タドモルの公演は若手ながら、内容の濃い

力強い作品で感銘を残した。

後者の国際共同創造活動については、国内

外の芸術家たちが共同で作品創作にのぞむ場

合には、充分な準備期間とコミュニケーションが必

要であるとの考えから創造過程に重点をおいた

審査がなされた。結果、事業立ち上げ以前から

数年にわたる交流を重ね、さらに、2年から3年の

綿密な計画によって事業が遂行されている案件

が採択された。

竹屋啓子CDCおよび黒テント、ドラゴン・ボン

ド・ライトの事業はいずれもアジア間でのコラボ

レーションであり、同様の共同創作活動の機会は

今後もますます増えていく動向にある。また、シア

ターXはポーランドの俳優・演出家・教育者である

ヤン・ペシェク氏との、ク・ナウカはカタロニアの若

手俳優との、コラボレーションであり、地道な作業

の上に着実な成果をあげている。また、日米の音

楽家、舞踊家による中馬芳子氏の企画は地域住

民参加型のユニークな作品を創作した。アンフィ

シアターからの案件は、いまだプロードウェイに徘

徊する「ハラキリ、ゲイシヤ、フジヤマ」といった日

本のイメージを払拭したいという在米プロデュー

サーの出口最一氏の志から生まれた継続中の企

画である。

異文化との出会いにおいて生じる様 な々コンフ

リクトは、国際間の政治的、文化的問題を示唆す

る重要な契機ともなる。また、成功の基準を相互

理解におくのか、作品の芸術性におくべきなのか

によって評価も分かれる。さらなる経験、検討、調

査が必要とされる分野だけに、対象事業には、

国際共同創造活動の先駆的モデルとして、広く

現代演劇・舞踊界へのフィードバックが期待され

る。

*   *   *

Starting this year, the International Ex-

change Activities Program, which used to be a

compornent of the grant program for perfor-

mances, was established as one independent
program with two components, i.e., C-l Inter-
national Performance Program and C-2 Inter-
national Collaboration Program. This alter-
nation was made from the perspective that the

same criteria for selecting grantees should not

be applied for activities both in and out of Ja-

pan, and to emphasize the importance of cul-
tural and international exchange.

The C-l program was designed for overseas

performances by Japanese artists and compa-

nies and for domestic performances by visit-
ing foreign artists and companies with the aim

of promoting international understanding of
Japanese contemporary art through theater
and/or dance. The C-2 program is to support
international co[[aboration projects with the

aim of activating artistic and creative activity.
This includes collaborative performances by

Japanese artists and workshops held during the

process of collaboration.
In the C-t program, BUREAU JAPONAIS

DES RENCONTRES DES DE BAGNOLET (BU-

reau of Japan for Bagnolet International Cho-

reography Contest), which selects Japanese

representatives to enter the contest, and per-

formances by several different Japanese

compnies held in countries where a very lim-
ited number ofJapanese artists have ever per-

formed in, such as Israel, Vietnam, Denmark,

were granted support. A Butoh dance com-
pany that excels in staging spectacular shows,

DAIRAKUDAKAN, and the Korean tour by

SHINJUKU RYOZANPAKU, with its own long

history of Japan-Korean cultural exchange,

were also granted support this year. Kim Itoh,
the young dancer with a unique style, who is

also a grantee in the B-l program, represented

Japan in the Bagnolet International Choreo$-

raphy Contest. Other companies that per-

formed outside Japan with the support from
the Foundation also enjoyed the opportunity
to exchange views with local artists and audi-

ences. The only project which included the
invitation of a foreign artist and was awarded a

grant was organized by the EMBASSY OF IS-

RAEL, TOKYO for the performance by Ido

Tadmor and Comppany, who impressed many

audiences in Japan with their powerful act.

The grantees of the C-2 program were se-

lected on the basis that sufficient preparation

and communication is necessary in pursuinSl

artistic collaborations. As a result, projects

with careful preparatory planning of two to
three years and experimental exchanges before

the actual collaborations took place were
granted support. The projects by KEIKO
TAKEYA C.D.C., THE BLACK TENT THEATER

and DRAGON BOND RITE all involved collabo-

rations with Asian artists. Collaborations of

this kind are expected to increase in the fu-

ture. THEATER X did a collaboration with the

Polish actor, producer and educator, Jan

Peszek, while KU NA'UKA THEATRE COM-

PANY collaborated with young actors from
Catalonia. YOSHIKO CHUMA collaborated
with US musicians and dancers that created

unique pieces of art with local residents of the

town ofTsurugi in Ishikawa prefecture. Col-

laboration in process by AMPHITHEATER was

presented by Makoto Deguchi, a Japanese pro-

ducer in US, who wanted to eliminate old Japa-

nese images of "Harakiri," "Geisha," or
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C‐1

国際交流公演活動
助成対象7件ノ助成額9,500,000円

internationa!Perforrnance Pro9ra
7(3rantees/Grants total:Y9′ 500,000

"Fujiyama" that still prevail in Broadway.

Conflicts that may occur between cultures
in producing art give us important insight into
political and cultural struggles in the interna-
tional socieg. In addition, the criteria for suc-
cess of such collaborations still are ambigu-
ous - some may appraise the international un-
derstanding gained through collaborations,
others the artistic level of the produced art.
Since this is an area that needs more experi-
ence and more research, grantees are expected
to provide feedback of their experiences to the
contemporary theater and dance society.

96年 6月 12日 ～16日

セーヌ・サンドニ (ボビニ劇場 )

1,500,000円

BUREAU JAPONA:S DES RENCONTRES DES
DE BAGNOLET
Ves Rencontres〈 Ehoregraphiques
!nternationales de Seine Saint‐ 1)enis

」une 12-16, 1996
Selne Saint― Denls(Maison de la Culture de

Seine Saint― l)eniS,BObigny)

¥1,500′ 000

大略馳艦

大繁舵艦・天賦典式「死者の書
[96」アジア芸術祭

参加公演

96年 10月 24日 ～25日

香港(香港文化中心大劇院)

1,500,000円

スタジオ提供17日 間

DAIRAKUDAKAN
Performances of:IBook of the l)ead 196`l at

the Festival of Asian Aits in Hong Kong

([)ctober 24-25,1996
Hong Kong(Hong Kong Cultural Centre(3rand
Theatre)

¥1′ 500,000

Studlo Rental1 1 7 days

新宿梁山泊

「それからの夏」韓回公演

96年 8月 23日

水原市 (華西門野外劇場 )

1,500,000円

SHIN」 UKU RYOZANPAKU
Perforrγ、ance in Korea′

1'Lovely Media"

Au9ust 23.1996

Suwon(Fasomun Open Theatre)
¥1′ 500′ 000

m

DAIRAKUDAKAN“ Book ofthe Dead'96

NOISE

「青ひげ公の城」欧州文化都市コベンハーゲン
196参
加公演

96年 8月 19日 ～27日

コベンハーゲン(カ ノンハーレン)、 ニューベリー

(ウォーターミル・シアター)、 ロンドン(リ バーサ

イド・スタジオ)

1,500,000円

スタジオ提供9日間

NOISE
Performances at the 1996 EU― 」apan Fest in
C()penhagen′ 'lBluebeardls(:astle‖

山海塾

山海塾イスラエル公演

97年 2月 27日 ～3月 11日

テルアビブ(テルアビブ・パフォーミングアーツ・セ

ンター)、 エルサレム (エ ルサレム・シェアオー

ヴァー・シアター)

1,500,000円

SANKA!」UKU
Sankaijuku:srael bur
February 27-March ll, 1997

■ I Aviv(■ I Aviv Performing Arts Center),

」eruSalem(」eruSalem SherOVer Theater)

¥1′ 500′ 000

東京演劇アンサンブル

「沖縄」ベトナム、イタリア公演

96年 11月 27日 ～12月 30日

ハノイ(国立ハノイ青年劇場 )、 ホーチミン(国立

ホーチミン市民劇場)、 ジェノバ (テアトロ・デ・ラ・

トッセ)、 ローマ(テアトロ・ヴァシェッロ)

1,500,000円

TOKYO ENSEMBLE
Performancesin Vietnam and italy
''OK!NAVVA“

Noverrlber 27-Decerγ〕ber 30′ 1996
Hanoi(The Ylouth Theatre)′ Ho Chi Minh City

(The Cltlzenis Theatre)′ Genoa(Teatro De‖ a

bsse)′ Rome(■ atro VasceHo)
¥1,500.000

バニョレ国際振付賞日本事務局

第5回バニョレ国際振付賞1996年 SHINJUKU RYOZANPAKU " Lovely Media.
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August 19 - 27,1996
Copenhagen (Kanonhallen), Newbury
(Watermill Theatre), London (Riverside Studio)

Y 1,500,000
Studio Rental: 9 days

イスラエル大使館

イドー・タドモル・アンド・カンパニー来日公演

96年 9月 15日 ～16日

東京 (シアターX)

500,000円

EMIBASSY OFiSRAEL,TOKY0
1nviting perforrnances frorr〕 lsrael,1'TAl'by

ldo Tad:T:or and Corγ lpany

Septernber 1 5-16′ 1996
10ky。 (Theater X)

¥500′ 000

C‐2

国際共同創造活動
助成対象7件/助成額11,500,000円

internationai Co::aboration Program
7 Grantees/Grants total:¥11′ 500,000

シアターX
ヤン・ベシェクのワークショップと一人芝居「存在

しないが存在可能な楽器俳優のためのシナリオ」

公演

96年 10月 22日 ～27日

東京 (シアターX)

2,000,000円

THEATER X
VVorkshops and perforrnances by Jan

Peszek′
:ISCENAR!USZ DLANIE

:STN:EJACEGO LECZ MOZLISEGO AKTORA
INSTRUMENTALNEGOu
(Ξ)ctober 22-28,1996
TOky。 (Theater X)

Y2,000′ 000

竹屋啓子コンテンポラリー・ダンス・カンパニー

「ダンス東風一アジアの芸術家と共に一I」公演

Jan Peszek in his performance at Theater X

NOISE・ BIuebeard's Castle・

96年 6月 7日 ～7月 27日

東京 (国 際交流フォーラム )、 クアラルンプール

(K.B.N.)

1,500,000円

KEIKO TAKEYA C.D.C.
‖
【)ance Tonpu ll〕・in co‖ aboration with

Asian attists

」une 7-July 27′ 1996

Tokyo(The」 apan Foundation Forum)`Kuala

Lurnpur(Komblek Budaya Ne9ar)
¥1,500,000

劇団黒テント

「喜劇・ロミオとジュリエット」公演 (AT‐ N ET21、

フィリピンPETAと の共同作業 )

96年 12月 10日 ～17日

マニラ(マニラ国立文化センター)

1,500,000円

THE BLACK TENT THEATER
:(ROmeO and」

ulietlinsang komedil'(AT

NET 21,c。 ‖abOratiOn projed with PETA′

the PhilippineS)

Decerγ ,ber 1 0-17′ 1996
Man‖a(National Commissslon on Culture and

the Arts)

¥1`500,000

ク・ナウカシアターカンパニー

ク・ナウカシアターカンパニー 日仏西合作

「Salom6」ヨーロッパ・ッアー

96年 6月 15日 ～29日

シチェス(シチェス・テアトル)、 モンペリエ(プラン

タン・デ・コメディエノ)、 サンテティエンヌ(コ

メディ・サンテティエンヌ)

2,000,000円

KU NA:UKA THEATRE COMPANY
‖
Salom6'l Europe tou『 ′a prdect with

Spanish and French actors

」une 15-29,1996
SltgeS(Sit9eS Theatre lnternaCiOnal)′

THE BLACK TENT THATER“ RO!了leO at Jullet:inSang kOmedi'1
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KU NA'UKA THEATRE COMPANY・ Salom`

Montpe‖ ier(Printemps des Comedieno),St

Etienne(Comedie de St Etienne)

Y2,000,000

YOSH!KO CHUMA&THE SCH00L OF HARD
KNOCKS
「クラッシュ。オーケストラ鶴来組曲」+「クラッ

シュ。オーケストラスパイラルミックス」公演

96年 9月 5日 ～10月 7日

東京 (ス パイラル)、石川 (鶴来町内民家ほか)、茨

城 (守谷町内民家ほか)

1,500,000円

YOSHIKO CHUMA&THE SCH00L OF HARD
KNOCKS
'lCrash(Э rchestra/Japan 1996‖

September 5-(Dctober 7,1996

■OkyO(Spiral Ha‖),IShikaWa(in■ uru9i City)′

lbaragi(in Moriya City)

Yl′ 500,000

AMPHITHEATER INC
オリジナルプレイ「ZERO」制作ワークショップ

96年 7月 1日 ～

_ュ ーヨーク

2,000,000円

AMPH!THEATER INC
VVorkshops for C)riginal Play i・ ZERC)“

July 1 996-

New Ylork

¥2′ 000′ 000

リチャード・エマート

「Dragon Bond Rite」

97年 5月 20日 ´ヽ′6月 10日

ミネアポリス(ウォーカー・アートセンター)、ニュー

ヨーク(ジャバン・ソサエティ)、 ワシントンDC(ケ

ネディセンター)

1,000,000円

RiCHARD EMMERT
Dragon Bond Rite
May 20-」 une 10, 1997

Minneapo‖ s(Ⅵ/alker Art Center),New York

(」 apan Society),｀ハ′ashington′ DC(Kennedy
Center)

¥1,000,000

■森下スタジオその他利用者
Other Users of Morishita Studio

風煉ダンス

96年 8月 1～ 11日 、13日 ～18日

FUREN DANCE
August l-11,13-18,1996

永谷亜紀

96年8月 18日 ～31日

AKI NAGATANI
August 1 8-31,1996

山の手事情社

96年9月 30日 ～10月 16日

YAMANOTE」 |」OHSHA COMPANY
Septernber 30-(Э ctober 1 6, 1996

大人計画

96年 10月 17日 ～31日

OTONAKEIKAKU
O,ctober 1 7-31,1996

珍しいキノコ舞踊団

96年 10月 21日 ～11月 1日

STRANGE KINOKO DANCE CO′
CIctober 2 1-Noverγ 、ber l,1996

イデビアン・クルー

96年 11月 1日 ～30日

IDEBI[N C REVV

Novernber l-30′ 1996

トランク・シアター

96年 12月 2日 ～9日

TRUNK THEATER
December 2-9,1996

仲野恵子&ダンスミュージアム山羊
96年 12月 10日 ～19日

KEIK10 NAKANO&DANCE MUSEUヽ l YAGI
December 10-19,1996

東京乾電池オフィス

96年 12月 20日 ～30日 、97年 1月 4日 ～15日

TOKYO KANDENCHi OFFICE CO′
Decernber 20′ 1996-」 anuary 1 5,1997

木佐貫邦子

96年 12月 22日 ～24日 、97年 1月 9日 ～27日

KUNIKO KISANUKl
Decernber 22-24′ 1996′ 」anuary 9-27′  1997

VAR10US ARTS UNIT韓 日ダンスフェスティバル

推進委員日本支部

97年 1月 25日 べ・26日 、4月 27日 ´ヽ′4月 28日

VARIOUS ARTS UNIT KOR[A JAPAN DANCE
FESTIVAL PROMOTEJAPAN SPO.T
」anuary 25-26′ Apri1 27-28′ 1997

扇町ミュージアムスクエア

97年 1月 31日 ～2月 15日

OGlMACHI MUSEUM SQUARE
」anuary 31-February 1 5′ 1997

ダンス・プロダクション

97年2月 10日 ～12日

DANCE PRODUCT10N
February 1 0-12′ 1997

ダンスカンパニーNomade～ s
97年2月 16日 ～28日

DANCE COMPANY NOMADE^´ S
February 1 6-28′  1997

【P41の会
97年3月 1日 ～9日、16日 ～29日

【P4】
March l-9′ 16-29,1997

シルバーライニング

97年 3月 30日 ～4月 14日

KK SIビ√ER LINING
March 30-Apri1 1 4′ 1997

安藤洋子

97年4月 15日 ～17日 、24日 ～30日

YOKO ANDO
Apri1 1 5-17′ 24-30,1997

武元:賀寿子DANCE VENUS
97年5月 1日 ～31日

KAZCO TAKEMOTO'S DANCE∨ ENUS
May l-31, 1997

東京ダンス機構

97年5月 1日 ～31日

DANCE RESEARCH TOκ YO
May l-31′ 1997

ダンス普及連絡会

97年6月 1日 ～10日

DANCE FUKYU RENRAKU― KAl
June l-10,1997

ナイロン100℃

97年7月 1日 ～27日

NYLON 100° C
」uly l-27′ 1997
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特別助成
Specia:Prolect Suppo‖:Grants

助成対象6件/助成総額17,394,000円
6 Grantees/Grants total:¥17′ 394′ 000

特別助成では、現代演劇・舞踊以外の領域で、公募によらず理事・評

議員によって提出された案件の中から採択されたものに対して支援を

行っている。

本助成事業の目的は、国家やジャンルといった既存の枠組みを超えて

展開される創造・研究などの先進的活動を奨励することにある。ここ数

年、国際交流事業を中心に援助が行われてきたが、本年度もこの流れが

継承され、文学・音楽・映画を含む日本の現代芸術の海外での活動への

助成が行われた。

日本の現代詩歌とそれをめぐる論考を中心に英訳・出版を行ってきた

大岡信氏とトーマス・フイッツシモンズ氏の事業では本年度も、木島始氏と

谷川俊太郎氏の英訳詩集等が出版された。一方日英詩人交流プログ

ラム事務局は、高橋睦郎氏と伊藤比呂美氏が各々自作を英国で披露す

る機会を設けた。また、東京インターナショナル・ミュージック・アンサン

ブルー新しい伝統によるオーストリアとドイツでの公演では、故・武満徹氏

をはじめとする日本の現代音楽の作曲家による雅楽・伶楽等の作品が演

奏され、世界的な視点から音楽の新しい可能性と普遍性を追求した。さ

らに、ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ日本名誉委員会は、本年度の

ロンドンでの「日本文化のタベ」として、映画監督の篠田正浩氏と女優の

岩下志麻氏をゲストに、同監督の1995年 作品『写楽』の英国初の特別

上映会を開催した。

継続的な支援が実施されているアジアン・カルチュラル・カウンシルの

人物交流プログラムでは、本年度日本から6名と米国から5名の芸術家、

および6つの芸術団体のプロジェクトが選抜された。

The Saison Foundation provides financial support for activities

outside the field of contemporary theater and dance.

Grants are awarded to selected organizations and/or individuals

recommended by the Board of Directors and Board of Trustees. The

objective of the grants is to support future-oriented creative and

research activities that transcend the framework of nationality and
genre. International exchange projects have been the core of this
grant category in the past few years and the grants for this year were

also made in line with this trend. The projects that were awarded

grants this year were activities that introduced Japanese contempo-

rary art including literature, music and cinema to overseas.

In the project led by OOKA MAKOTO and THOMAS PITZ-

SIMMONS, who have translated and published materials related to

Japanese contemporary poetry this year translations of poetry writ-
ten by Hajime Kijima and Shuntaro Tanikawa were published. Mean-

while, the COMMITTEE OF ANGLO-JAPANESE POET EXCHANGE

PROGRAMME introduced the poetry of Mutsuo Takahashi and

Hiromi Ito in Britain by orgianizing public reading events there. At

the performances staged in Austria and Germany by the TOKYO IN-

TERNATIONAL MUSIC ENSEMBLE, Japanese court music composed

by the late Toru Takemitsu and other contemporary Japanese com-

posers were introduced, highlighting the new possibility and uni-
versality of world music. THE ROYAL ACADEMY OF ARTS spon-

sored a "Japanese Cultural Evening" in London featuring the Brit-
.ish premiere of the 1995 film "Sharaku" with Masahiro Shinoda, the

film director, and the staring actress Shima Iwashita as guests.

Continuous support was given to under the Japan-US Arts Pro-

gram through the ASIAN CULTURAL COUNCIL for its artist exchange

activities which included six Japanese and five US artists and six

orgianizations.
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大岡信、トーマス。フィッツシモンズ

『Asian Poetry in Translation:Japan,and

Relections』 出版

96年 6月 1日～97年 5月 31日

日本/アメリカ

1,000,000円

KATYD!D B00KS(00KA MAKOTO&
THOMASF!TZSiMMONS)
Publication of`:Asian Poetry in Translation:

」apan′ and Reflections‖

」une l′ 1996-May 31′  1997
」apan/USA
Yl′ 000′ 000

ドナルド・キーン・センター。オブ。ジャパニーズ。

カルチヤー

「安部公房記念行事」開催

96年 3月 24日 -́5月 31日

ニューヨーク(コロンビア大学 )

3,500,000円

THE DONALD KEENE CENTER OF」 APANESE
CULTURE
“The Kobo Abe Commemoration‖
March 24′ 1996-May 31.1996
New York(Columbia Unlversity)

Y3′ 500,000

日英詩人交流プログラム事務局

日英詩人交流プログラム

96年 10月 28日 ～11月 4日

ロンドン(サウス・バンク・センター、ロンドン大学

内東洋アフリカ研究所)
*95年度助成(1,000,000円 )の残余額を96年度分に振替

COMMITTEE OF ANGLO― JAPANESE PO[T
EXCHANGE PROGRAMME
Anglo― Japanese Poet Exchange Programrne
October 28-NoveiTlber 4′ 1996
London(South Bank Centre/School of Oriental

&African Studies,∪ niversity of London)

*Yl′ 000′ 000(transferred from the grant made in 1 995)

東京インターナショナル・ミュージック・アンサン

ブルー新しい伝統一

ウィーン・モデルン音楽祭参加及びケルン公演

96年 11月 6日 ～11月 12日

ウィーン (コ ンツェルトハウス。モーツァルトザー

ル )、 ケルン(ケルン日本文化研究所 )

2,000,000円

TOKYO INT[RNAT!ONAL MUSIC ENSEMBLE
―THE NEW TRADIT10N
Per」
:orrnances at the VVien Nlodern Festival

and at Cologne
November ll-12,1996
Vienna(Konzerthaus ivlozart― Saal),Colo9ne

(」 apanischen Kulturinstitut Koln)

Y2′000,000

ロイヤル・アカデミー。オブ・アーツ日本名誉委員会

「日本文化のタベ」開催

96.年 9月 30日

ロンドン(ザ・ブリティッシュ・アカデミー。オブ・

フィルム&テレビジョンアーツ、ロイヤル・アカデ

ミー)

Japanese Poetry Reading at South Bank Centre

TOKYO INTERNAT10NAL MUSIC ENSEMBLE Perormance

3,894,000円

COMMITTEE OF HONOURIN」 APAN OFTHE
ROYAL ACADEMY OF ARTS
‖
」apanese Cultural Evening"

September 30′  1996
London(The British Academy of F‖ m&
Televlsion Arts′ Royal Academy of Arts)

Y3′ 894′ 000

アジアン・カルチュラル・カウンシル

日米芸術交流プログラム

1997年 1月 1日 ～12月 31日

東京/ニューヨーク

7,000,000円

ASiAN CULTURAL COUNC:L
ACC Japan‐ United States Arts Program

Fe!!ovvships

」anuary l-1)ecember 31′  1997
Tokyo/New York

Y7,000′ 000
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r=r-
Seminars

制作実践セミナー

第1回「海外公演の実施と問題点」

講師:曽田修司(国際舞台芸術交流センター)、

小山田徹(ダムタイプ)

1996年 11月 6日

東京(モリイチレンタルスペース)

国際芸術交流に長く従事する曽田氏によるレク

チャー「海外公演の戦略」、海外で継続的に公演

活動を行うダムタイプのメンバー小山田氏による

ヶ―ススタディー「ダムタイプの海外公演の経

緯」を実施。曽田氏は、海外公演の前提条件、公演

までの過程、決定後公演を成功させるには、公演

の後でどうしたらいいか、などの概論を、小山田氏

は、初海外公演とその後の数回のワールドツアー

の経緯・交渉や運搬・移動の際のポイントなどの

経験談を披露。海外公演の経験者、公演を予定し

ARTS MANAGEMENT SEMINAR Session l

公演
Performlances

ロイヤル・シェイクスピア・カンパニー

「夏の夜の夢」

作 :ウィリアム・シェイクスピア

演出:エイドリアン・ノーブル

1997年 1月 17日 ～2月 8日

東京 (銀座セゾン劇場 )

共催 :朝 日新聞社/テ レビ朝日

後援 :ブリティッシュ・カウンシル

企画制作 :銀座セゾン劇場

ROYAL SHAKESPEARE COiVIPANY
"A Midsummer Nightls Dream‖

By VVi‖iam Shakespeare
Directed by Adrian Noble

」anuary 1 7-February 8′ 1997

■okyo(Ginza Saison Theatre)

ln cOOperation with The Asahi Shlrnbun/‐「V
Asahi

ている芸術団体を中心に、28名の制作者等が参

加した。

ARTS MANAGEMENT SEMINAR SESS10NS
Session l ''(Drganizing(Dverseas Perfor―

mance Tours'`

Ledlurer:Syuli SOta(PARc,Pacific Basin Arts

cOmmunication)/Toru Koyamada(Dumb

■pe)

Noverrlber 6,1996

bkyo(Moriichi Rental Space)

This session included a leCture by iVir Sota on

strategies for organizing overseas tours,and also

a presentation by ML Koyamada baSed on actual

experiences on this topic

制作実践セミナー

第2回「ワークショップ活動の可能性―自治体との

取り組みを中心に」

講師:松本修(MODE)
1997年 1月 16日

東京(森下スタジオ)

ARTS MANAGEMENT SEMINAR Session 2

自治体や公共ホールの主催 で多数のワーク

ショップ活動を行う、MODEの松本修氏によるレク

チャー「ヮークショップ活動の可能性」を実施。『M
ODE演劇ワークショップの軌跡 1990～ 1995』 を

テキストに、特に現場で抱えている問題や、経済

面に関する現状が報告された。制作者やアーティ

ストをはじめ自治体関係者、コーディネーター等

21名が参加した。

ARTS MANAGEMENT SEMINAR SESS10NS
Session 2:・ VVorkshops And Residencies―

cOOperation with Local Governrnents“

Lecturer:Osamu Matsumoto(MODE)
January 1 6,1997

bkyo(Morishita Studio)

Mr Matsumoto′ who is the founder of a theater

cOrnpany called MC)DE′ gave a detalled report

on his companyls workshops and residency
prolects organized by loca1 90Vernrnents,espe―

cially from managerial anci financial aspeCtS
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RSC 'A Midsummer Night's Dream'

RSC 'A Midsummer Night's Dream'

Supported by The British Council
Produced by the Ginza Saison Theatre

八ケ岳高原音楽祭
:96「
武満徹メモリアルコン

サート」

1996年9月 14日 ～15日

長野 (八 ケ岳高原音楽堂)

共催 :八ケ岳高原音楽祭実行委員会

制作 :八ヶ岳高原音楽祭実行委員会

YATSUGATAKE MUS:C FESTIVAL 196
‖Toru Takemitsu Memorial Concetts・

SepterTlber 1 4-15′ 1996
Na9ano(Ylatsugatake Kogen卜 νlusic Ha‖ )
ln cooperatlon with the Ylatsugatake Music

Festival Executive Commlttee

Produced by the Yatsugatake Muslc Festival

Executive Committee

YATSUGATAKE MUSIC FESTIVAL'96" photo by Akira Kinoshita

“YATSUGATAKE MUSIC FESTIVAL'96・ photo by Akira Kinoshita
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業務日誌
Review of Activities

1996毎ニ Ylear 1 996

4月 18日

審査委員会

5月 22日

第10回理事会(1995年度事業及び収支決算報告の件、1996年度事業計画及

び収支予算の件)

第10回評議員会 (役員選出の件、1995年度事業及び収支決算報告の件、

1996年度事業計画及び収支予算の件 )

5月 23日

1996年度助成決定通知

6月 1日

1996年度スタジオ2次募集開始

6月 4日

1996年度助成対象者面接開始

6月 13日

文化庁に1995年度事業報告書及び1996年度事業計画書提出

6月 28日

1996年度スタジオ2次申請締切

7月 11日

1996年度スタジオ2次決定通知

9月 14日 ～15日

八ヶ岳高原音楽祭
196「
武満徹メモリアルコンサート」

10月 1日

ニュースレター『viewpoint』 1号発行

11月 1日

1997年度《現代演劇・舞踊助成》募集開始

11月 6日

第1回制作実践セミナー

1997年

1月 16日

第2回制作実践セミナー

1月 17日 へ′2月 28日

ロイヤル・シェイクスピア・カンパニー公演「夏の夜の夢」

2月 28日

1997年度助成申請締切

3月 1日

ニュースレター『viewpoint』 2号発行

3月 18日

第11回理事会 (寄附行為変更の件、1997年度事業計画及び収支予算の件)

第11回評議員会 (役員選出の件、寄附行為変更の作、1997年度事業計画及

び収支予算の件)

3月 28日

文化庁に寄附行為の一部変更許可申請

April 18

Reviewing Committee meeting

May 22
1Oth Board of Directors meeting (Agenda: report on 1995 activities and
settlement of accounts, discussion on 1996 planned activitres and proposed
budget)
1Oth Board of Trustees meeting (Agenda: selection of Board of Directors
members, report on '1995 activities and settlement of accounts, discussion
on 1996 planned activities and proposed budget)
May 23
Notification to applicants for '1996 Grants
June 1

Secondary application period begins for 1996 Morishita Studio Rental

June 4
Start of 1996 Grantee lnterviews
June 13

Report on activity to the Agency for Cultural Affairs
June 28
Deadline for secondary applications for '1996 Morishita Studio Rental

July 11

Notification to applicants for 1996 Morishita Studio Rental

September 14-1 5

Yatsugatake Music Festival '96 "Toru Takemitsu Memorial Concerts"
October 1

lssue of news letter "viewpornt" No.1

November 1

Application period begins for 1997 Contemporary Theater and Dance Grants
November 6

Arts Management Seminar Sessions: 1

Yiear 1 997

January 16
Arts Management Seminar Sessions: 2

January 17-February 28
Royal Shakespeare Company "A Midsummer Night's Dream "

February 28
Deadline for 1997 Grants

March 1

lssue of news letter "vlewpolnt" No.2

March 18

1 lth Board of Directors meeting (Agenda: discussion on amendment of the
articles of the Foundation , discussion on 1997 planned activities and pro-
posed budget)
1 1th Board of Trustees meeting (Agenda: selection of Board of Directors
members, discussion on amendment of the articles of the Foundation, dis-

cussion on 1997 planned activities and proposed budget)
March 28
Application to the Agency for Cultural Affairs for the approval of the amended
articles of the Foundation
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1 1日～1997年3月 31日
STATEMNT OF EXPENSESr19m Apri11,19961o Mach 31,1997  車trれ,11,On

I 収入の部
1.基本財産運用収入 investment i endowment

4.賃貸収入 lncome from lease                         27,751,284
5.雑」又入 Ml‐

",Ilaneous income                        .   116′

740

6.繰‐入金収入 |lin‐corne transfered from special account                          10′ 606,624

当期収入1目計 Net¬otai Revenじe ‐                                  485,218,598
前期繰越4又支差額  Ba:ance Bro●ght Forvvard                             3,423,964,680

理甦入含居+ Balance ht Fon″ ard 3,909,183,278

EXPENSES

m Services 314,416′246

(110,500′ 000)

(17′ 394,752)

(121′818,776)

Theater and Dance Grants
G rants )

2.管理費 Generai managment       .|_               103,693,428
3.投資有価証券振替支出 Transferred to fixed a"ets              3′ 199′ 810,000
4■繰入金支出 Expenses transferred from special account             10,606′ 624

当榎帽支出合計 ■otal Expenses                           3,628′ 526,298

当期収支差額 FUNDIBALANCES                      △3,1431307,700

次期繰越収支差額 BAIANCE CARRIED FORWARD               280,656,980

賞僣対照表 1997年3月 31日現在
BALANCE SHEET as of March 31,1997                           単位:円 /in yen

l 資産の部 IASSETS

l.流動資産 ICI"ent Assets                          l.
現金預金 Cash     .                       104′ 666.063

未収収益等 Accrued revenue                       12′ 879,346
有価証券等 Marketable seturities                     175,822,875

2.運用財産運用収入 investment income from operating fund

3.運用財産収入 Contributions

流動資産合計 Totat current assets
2.固定資産 Fixed assets

基本財産 Endowmentfund
■有価証券 Marketable securities

土地 Land    ―
基本財産合計 Tota1 01dowment fund
その他の固定資産 OthO百ixed assets
固定資産合計 Totai fixed assets

245,417.579

100,826′ 371

100,500,000

293′ 368,284

4′ 500,000,000

2,254,915,150

6,754′ 915,150

3,674,910,066

10′ 429′ 825,216

資産合計 Tota:Assets 10,723,193,500

■1負債の部 LiABILIT:ES
.Fヨ‐薇霞〔)日十  Tlolta:Liabilities                                                        17,201,804

二 _■型堕 藍製 L」1里LttEE_L______________三 二 _
]E味員オ月菫  Net assets                                                 10,705′ 991,696

(うち基本金 Endowmentfund)|●                   (6,754′ 915′ 150)

(うち当期正味財産増加額 lncrement of assets)              (37′ 204,202)

32

負債および正味財産合計 軍otal Liabi‖ tiO二 and Net Assets 10,723,193,500
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助成金額(¥)
grants in yen

1987‐ 92

1993

1994

grants made

398      1

21

40

1

31total

資金鱗成の概況
Su‐miヤ■ry of FinanciaI Support

分野
cate90ry year

現代演劇・舞踊助成      .|_
Conter,lporary Theater and Dance Girants

46.   113,250′ 000

351 46   128,644,000

特別助成    |||||
SpeCial PrOleCt SuppOFtlGrants

1994 14 12    31,350,000

1995 13 9    27

累計 tota1      149    ‐‐ 103   474,322,000



役員 e評議員名簿
1996年 6月 1日現在
(五十音順 )

理事長

堤清二
セゾンコーボレーション会長

常務理事

生野重夫
セゾン生命保険取締役相談役

八木忠栄
セゾンコーボレーション文化部長

理事

石川六郎
鹿島名誉会長

河竹登志夫
日本演劇協会会長・早稲田大学名誉教授

本田宏
新国立劇場運営財団理事長

白洲正子
著述業

永井道雄
国際文化会館理事長

羽倉信也
第一勧業銀行相談役

平岩外四
東京電力相談役

本野盛幸
野村證券常任顧間

山崎富治
山種美術財団理事長

監事

伊藤醇
中央監査法人代表社員・公認会計士

堤麻子

原後山治
弁護士

評議員

阿部良雄
上智大学文学部教授・仏文学者

朝倉摂
舞台テレビ美術家協会副会長・OISTAT会長・舞台美術家

伊夫伎―雄
東京三菱銀行相談役

生野重夫
セゾン生命保険取締役相談役

石井ふく子
日本演劇協会理事・演劇テレビプロデューサー

ー柳慧
作曲家・ビアニスト

宇佐美昭次
セソン劇場社長

植木浩
東京国立近代美術館館長

江頭啓輔
大沢商会社長

小田島雄志
東京芸術劇場館長・文京女子短期大学教授

川上浩
ヤマハリゾート会長

川口幹夫
日本放送協会会長

紀国憲―
国立学園理事・顧問

絹村和夫
東京メトロポリタンテレビジョン副社長

小池一子
武蔵野美術大学造形学部教授

後藤茂
ファミリーマート社長

近藤道生
博報堂代表取締役

佐治俊彦
SSコ ミュニケーションズ社長

佐野文一郎
東京国立博物館館長

三枝佐枝子
商品科学研究所理事

三枝成彰
作曲家

杉山駒吉
|&S取締役相談役

高橋昌也
銀座セゾン劇場芸術総監督

□伊玖磨
作曲家。日本芸術院会員

遠山一行
音楽評論家

中村雄二郎
明治大学法学部教授・哲学者

西村恭子
京都府公安委員

野村喬
演劇評論家

宮本保孝
全国信用金庫連合会理事長

山口勝弘
神戸芸術工科大学教授・メディアアーティスト

山崎正和
東亜大学大学院教授・評論家・劇作家

齢
憾
原
構
中
寿

家淑臨
水

演
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Board of Directors
and¬rustees
as ofJune l,1996
わaわ力aberica′οder

CHA:RMAN

Seiji Tsutsumi
Cんa″″,an′ Sa′ son Gο′pο″)|′on

MANAGING DiRECTORS

Shigeo lkuno
D′recrο′&ハ dν′sο

`sa′

sοnと ,fe′r,sυ′,nce cο ′ιrd

Chuei Yagi
D′reCわ r Cυ′

“
ね′Sec″ on′ Sa′ son Gο″ροrat′on

DiRECTORS

Nobuya Hagura
Sen′ο″スd′′set五わe Da■′chi κangyo 3anκ ιrd

Gaishi Hiraiwa
Oυnseわι乃e bkyο [′ec″,c Pο ttr o′ ゎc

Rokuro lshikawa
Chairman, Kajima Co.

Toshio Kawatake
Chairman, Japanese Association for Theatre Afts

HiroshrKida
ρres′dent「わe Neルν Ⅳar′οna′ Theatre Fουndar′οの

Moriyuki Motono
Adviser to the Board, The Nomura Securities Co., Ltd.

Michio Nagai
Cha″man′ 五わe′″

“
majο na′″ουse οfヵρaCわc

Masakc,Shirasu
Nονe施′[ssay′ sr

bmili Yamazaki
C力a′r″)an′ そヽ,malaneハ″Fουnda“ oっ

AUD:TORS

Sanji Harago
Attorney

」un lto
Manag′ ng乃″ner Cわ υοスυJ:Go/CerJttd ttbた スccoυttant

Asako Tsutsumi

TRUSTEES

Yoshio Abe
P′οたssοκ ttcυ′ν οfl′ね●

“
re′ Sορわ′a υn′にrSアツ

Setsu Asakura
ヽ/′ cc Pres'de威′ノスT[7 Cha′ r″Oman′ 0′Sπ47 TheatF Des′ gner

lkuma Dan
Composerl Member of the Art Academy of lapan

Keisuke E9ashira
P´es′dent′ プosawaで cヽb′ ιrd

Shigeru Goto
President, Family Mart Co., Ltd.

Kazuo lbuki
Chairman, Bank of fokyo-Mitsubishi, Ltd.

Toshi lchiyanagi
Composer/ Pianist

Shigeo lkuno
Dヵ突]crοr&ス dν′sο4 sa′ sοn ι′

`●

ヵりsυrance cο ′と
`d

Fukuko lshii
Directoc Japanese Association for Theatre Afts

Mikio Kawaguchi
President, .lapan Broadcasting Corporation

Hiroshi Kawakami
Chairman, Yamaha Resott Co., Ltd.

Kenlchi KinokunI
Drecro「 &ハd,sο

`κ
υη′
`ach′

ca々υen fdυca“οna′ 月ουndar′οη

Kazuo Kinurnura
Иce PresdentbkyO Mer′ορο′lan ueぃ′On θrOadcasmg ⑭′ρ。.めの

Kazuko Koike
Professol Mu sa sh i no A rt lJ n i verety

Michitaka Kondo
Represenわ′νe D′ rectO′ Of tte θοa´d′ ″a々υんodο ′nc

Yasutaka Miyamoto
Pres'denf′ The Zensわ ′ηren 3ank

Kiyoshi Mizoochi
■,eatre Cr′′c

Yusuke Nakahara
ハ″Cr,t′c

Yuliro Nakamura
PrOfeSSO`ゐ Cυ″ Ofとatt Me′ υηルerSυ 効 ′′05"力er

Ylasuko Nishirnura
κy。わρ́eたc“a′ Pυbた ■たケ6。mm“′οner

Takashi Nomura
7)ea“ec″ r,c

Yushi Odashima
Drecゎ FCenerat b々 yο Me″ορο′′ran A″ sρace

Shigeaki Saegusa
Composet

Saeko Saigusa
Di rector, Consu mer-Goods Resea rch lnstitute

bShihikO Sali
Pres'dent SS Commυ ρ′cat′ on,′ nc

Bunichiro Sano
D′reCtο r― Cenerat bkyο 肋めna′ Mυseυm

Kornakichi Sugiyarv、 a
スdツ′serた gS Cο′ρora“οη

Masaya Takahashi
ス″′st′〈:D′ recrO`6′ n,コ I Sa′ son 7hearre

Kazuyuki Toyama
ル′ι′s′c Cr′f,c

Hiroshi Ueki
D′reぐわr rhe Nar′Ona′ A′

`′

seυm OfA″ Odernハに 1うkyο

Sho」 i Usami
Pres′de¨ Sa60η hea″ e′ ι認

Katsuhiro Yamaguchi
Prοたssor<Obe DesOn υn′唆rs′ν/Med′ aハ rr′st

Masakazu Y'amazaki
PrOfesso4 6● dυa"及力oO′′島stん o(フnルe`υ Ot,c/ρ′aμ′′g力 t
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セゾン文化財団では、現代演劇・舞踊助成への申請を募集しています。

1998年度助成の対象となるのは、1998年 6月 から1999年 3月までの間に行われ

る活動です。募集要項および申請書は1997年 11月 より配布いたします。ご希望

の方は下記事務局までご請求ください。

お問い合わせ

財団法人セゾン文化財団 事務局
〒104

東京都中央区京橋1-6-13
アサコ京橋ビル5F

TEL:03(3535)5566

FAX:03(3535)5565

セゾン文化財団申請受付 関西窓ロ
〒532

大阪府大阪市淀川区西中島5-10-15
セゾングループ 関西文化担当内
TEL:06(305)7446

FAX:06(305)9481

Application lnformation for Contemporary Theater and Dance Grants

Grants for '1998 will be made for projects scheduled to take place at
any point during the year from June 1, 1998 to March 31, 1999.

Application guidelines and forms will be available from November
1997. Please make inquiries to:

THE SAISON FOUNDAT10N
l-6-13 Kyobashi′ Chuo― ku′ TOky0 104

TEL:03(3535)5566
F`A)(:03(3535)5565

Applications are a150 aCCepted at the fOl!OWing OffiCe:

SAISON GROUR Cultural Affairs Bureau′ Kansal o青 ice

5-10-15 Nishinakalima′ YOdOgaWa― ku,OSaka― Shi′ OSaka 532
T[L:06(305)7446
FAX:06(305)9481

Cover photo:
"The Night of the Galaxy Train"
directed by Osamu Matsumoto (MODE)
photo by Katsumi Takahashi

セゾン文化財団

設立年月日:1987年 7月 13日

主務官庁:文化庁

基本財産:6,754,915,150円 (1997年 3月 31日現在)

事務局

事務局長 :

片山正夫

事業部 :

久野敦子

福冨達夫

稲石奈津子

河野朋子

管理部 :

坂上孝男

1996年度 事業報告薔

1997年10月 発イテ

財団法人セゾン文化財団

〒104

東京都中央区京橋 1¨ 6‐ 13アサコ京橋ビル5F

TEL:03(3535)5566 FAX:03(3535)5565

印刷 株式会社アポロ社

Date of Establishment: July 13, 1987

Authorized by the Agency for Cultural Affairs
Funds: Y 6,754,915,150 (as of March 31, 1997)

SllAFF

Director:
Masao Katayama

Program:
Atsuko Hisano (Program Director)
Tatsuo Fukutomi (Program Officer)
Natsuko lnaishi (Program Officer)
Tomoko Kono (Program Officer)

Administrative:
Takao Sakagami (Financial Manager)

ANNUAL REPORT 1996

October 1997

THE SAiSON FOUNDAT10N
l-6-13 1KyObashi′ Chuc)― ku,Tokyo 104 Japan

TEL:03(3535)5566 FAX:03(3535)5565

Printing: Apollo-sha Co., Ltd.

THE SA:SON FOUNDAT10N
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